
会社案内



事務所棟

● 社　　　　名　　株式会社　デンコー

　　　代表取締役社長　鎌　田　幹　彦　

● 資　本　金　　　７,０００万円

● 所　在　地　　　〒３５０－０８３３　埼玉県川越市芳野台２-８-３２

　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０４９-２２５－２０１１
　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０４９-２２５－２０９９

● 株　　　主　　　　電気興業株式会社　１００％

● 営業品目　　　　溶融亜鉛めっき加工
ＪＩＳ表示認証番号ＪＱ０３０７０７０

● 生産能力　　　　３，５００屯/月

● 事　務　棟（４階建・延）　　７３５㎡　　
● めっき工場　　　　　　　６，３７１㎡
● 塗装工場　　　　　　　　１，２１７㎡
● めっき設備　長さ　１３ｍ　幅　２．２ｍ　深さ　２．５ｍ
● 白サビ防止設備(ノンクローム）
● めっき試験設備
● 高力ボルト摩擦面ブラスト処理設備
● 排水処理装置
● 排気装置
● 廃棄洗浄装置
● 集じん装置

ストックヤード

会社概要

主要設備



●　昭和２７年　３月／東京都江戸川区２－２－２０において、光圀工業㈱として電線管及び付属品の
　　乾式めっきを開始する。

●　昭和３３年　３月／社名を富士工業㈱に改称し乾式めっきを中止すると同時に、鉄塔、船舶などの
　　溶融亜鉛めっきを開始する。

●　昭和４２年　４月／千葉県野田市南部工業団地に野田工場を新設し生産能力の増加を計る。

●　昭和４６年１０月／野田工場に長尺めっき槽（１２．５m）を設置すると同時に、東京都江戸川区の
　　本社工場のめっき生産を中止する。

●　昭和５１年　５月／本社工場を千葉県野田市二ッ塚２３－１に移転する。

●　昭和５５年　６月／通商産業大臣より「ＪＩＳ-H８６４１溶融亜鉛めっき」の表示許可を受ける。

●　昭和６０年　９月／本社及び工場を埼玉県川越市芳野台２－８－３２に移転し、最新鋭の溶融亜鉛
　　めっき工場設備の建設に着手する。

●　昭和６１年　４月／同上設備の完成にともない、生産を開始する。

●　昭和６１年１１月／同工場について、通商産業大臣より「ＪＩＳ-H８６４１溶融亜鉛めっき」の
　　表示許可を受ける。

●　平成　８年　６月／デンコー鉄構㈱と合併し、社名を㈱デンコーに改称する。

●　平成　９年１２月／ＩＳＯ　　９００２品質マネジメントシステム認証取得。

●　平成１３年１２月／ＩＳＯ　　９００１品質マネジメントシステム２０００年度版移行。
　　ＩＳＯ　１４００１環境マネジメントシステム認証取得。

●　平成１９年１２月新ＪＩＳマーク表示制度「ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　溶融亜鉛めっき」の認証を受ける。

●　令和4年8月真JISマーク表示制度「JIS H 8641　溶融亜鉛めっき」の認証を受ける。

限りある資源・鉄をさびから護ります

会社の沿革



日本産業規格表示制度認証書

ＩＳＯ９００１・１４００１登録証



溶融亜鉛めっきのＪＩＳ規格

種類及び記号

膜厚試験

スクラバー設備 排水処理設備 排煙設備

注　　適用例の欄に示す厚さ及び直径は、公称寸法による。

● 溶融亜鉛めっき試験方法

環境関連設備

HDZT70 70以上 厚さ５mm以上の素材

HDZT77 77以上 厚さ６mm以上の素材

HDZT56 56以上 厚さ２mm以上の素材

HDZT63 63以上 厚さ３mm以上の素材

HDZT42 42以上
厚さ５mmを超える素材で、遠心分離によって亜鉛のたれ切りをするも
の又は機能上薄い膜厚が要求されるもの

HDZT49 49以上
厚さ１mm以上素材、直径１２mm以上のボルト・ナット及び厚さ２．３
mmを超える座金

種類の記号 膜厚（μm） 適　用　例　　（参　考）

HDZT35 35以上
厚さ５mm以下の素材、直径１２mm以上のボルト ・ナット厚さ２．３mm
を超える座金などで、遠心分離によって亜鉛のたれ切りをするもの又
は機能上薄い膜厚が要求されるもの

● 溶融亜鉛めっきJIS-H-8641：2021

JIS-H-0401：2021

a)

a)



溶融亜鉛めっきの特性
耐食性にすぐれています

溶融亜鉛めっきは、表面に緻密な保護皮膜を生成し、これが強力な保護皮膜となり鉄をさびから
護ります。〈図－1保護作用〉
溶融亜鉛めっき表面にキズが生じた場合、周囲の亜鉛が陽イオンとなり鉄の腐食を抑制し、
電気化学的に保護する犠牲防食作用により、鉄をさびから護ります。〈図ー2犠牲防食作用〉

溶融亜鉛めっきの環境別耐用年数は、〈図－3〉のようになります。

図－３　溶融亜鉛鍍金協会HPより

めっき槽サイズ　　　13000L＊2200W＊3000D　　　
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(12800)

(　   )内有効寸法
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(2700)

2200



密着性にすぐれています
溶融亜鉛めっきは、鉄と亜鉛の合金層を形成します<図-４>。

最上部のη(イーター）層は軟らかく、強靭で
延展性に富み変形加工を受けても破れない
のが特徴です。ζ〈ツェータ〉層は皮膜層中
最も顕著な結晶を持つ柱状組織です。
δ1(デルターワン）層は緻密な組織を示し、
複雑な構造を持ち、靭性・延性に富んでいます。

★図－５は溶融亜鉛めっき鋼構造研究会

図-４　溶融亜鉛めっき被膜断面 パンフレットより

メンテナンスフリーで経済的です
溶融亜鉛めっきは、長期の防食性にすぐれ塗装などの他の防錆処理と比較し、メンテナンスフリーで経済的です。
〈図－5〉溶融亜鉛めっきと塗装との直接経費の比較 (一般鉄鋼製品)

塗装例１
下地調整：Ｃ種(ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞ－)
下塗り　　：鉛系さび止め塗料１回
中塗り　　：合成樹脂調合ペイント１回
上塗り　　：合成樹脂調合ペイント１回

塗装例２

下地調整：Ｃ種(ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞ－)

 (プライマー含む)

塗り替えは夫々同一塗装仕様とし、塗り替え
面積を塗装面積の半分、下地調整をケレン

３種Ｃに変更及び足場費を含むとして費用を

(点線は防食能力残存評価額を考慮した実質経費です。） 算出しています。

隅々まで均一に表面処理ができます
溶融亜鉛めっきは、パイプ、ボイラー・タンクの内面など目に見えない部分や
手の届かないところでも外面と同じようにめっきができます。

内面までめっきされたパイプ

溶融亜鉛めっきの加工工程

上塗り　　：

下塗り　　：

中塗り　　： エポキシ樹脂塗り３回

摩擦面処理（ブラスト)
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(　   )内有効寸法
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多摩昆虫博物館 所沢航空発祥記念館

ショッピングセンター避難階段 脱水機棟建屋鉄骨

開閉式プール屋根鉄骨

建 築



西東京スカイタワー (製作より施工） ドコモ水戸ビル （製作，めっき，塗装施工）

移動体通信無線鉄塔 (製作より施工） ドコモ多摩ビル  （製作，めっき，塗装施工）

鉄 塔



門型標識柱（めっき後塗装仕上） 伸縮装置

牛舎鉄骨

太陽光発電架台

道 路

農 業

環境対応



鉄道（架線）

ゴルフ練習場防球ネット支柱

鉄 道

レジャー施設



　　〒３５０‐０８３３
　　埼玉県川越市芳野台２-８-３２

ＴＥＬ．０４９-２２５－２０１１

　　　　ＵＲＬ　http://www.denko‐dnk.co.jp/
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■ ㈱デンコー
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